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 昨今、サーキュラーエコノミーを⽇本のモノづくりの新たな成⻑戦略として捉える傾向
が⾼まっている。サーキュラーエコノミーは、メンテナンスによる⻑寿命化や修復、シェア
リング、リファービッシュ、リユース、リサイクルなどを含む多重の資源循環ループに経済
性を持たせ、サプライチェーン全体で資源効率を⾼めることを⽬指すものである。しかし、
これまで消費者に選ばれるために、便利で安価な製品をできるだけ低コストで⼤量⽣産し
てきたリニアエコノミーからの移⾏には、ビジネスモデルや消費者⾏動の変容も含めたゲ
ームチェンジが必要となるため、多様な課題が存在する。 

サーキュラーエコノミーが求める資源効率の向上は、図 1 に⽰すように、そもそも分⼦に
相当する「機能向上」と分⺟に相当する「投⼊する資源やエネルギーの削減」を同時に達成
することを⽬指している。これは、省資源、省エネルギーで⾼機能・多機能なモノづくりを
⽬指してきた⽇本企業にとって、⽅向性としては相補的であると考えられる。 

現状で最も課題となっているのは、
純度の⾼い再⽣材を低エネルギー、
低コスト、低環境負荷で得る⽅法で
ある。これには技術だけでなく、仕
組みづくりも重要である。特に従来
のリサイクルの延⻑線上だけではな
く、⾼度な不純物制御技術とシステ
ムを構築し、廃棄物から新たな⾼純

度素材を⽣み出すリソーシング企業の創出が求められている。以上の観点から、筆者らはこ
れまで、精密な解体を可能にする⾼精度な破砕・粉砕技術や、それに代わる電気パルス、誘
電・誘導加熱の応⽤による⾦属や樹脂の異材接着・接合の分離技術の開発に取り組んできた。
近年では、⾦属だけでなく樹脂も⾼度リサイクルの対象となりつつあり、燃焼を伴わない両
者の精密な解体・分離技術の開発が求められている。当⽇の発表では、カーボンニュートラ
ルの実現に対しても重要なデバイスであるリチウムイオン電池や太陽光パネル、炭素繊維
強化プラスチック（CFRP）などに対して、電気パルス法を⽤いて精密解体を試みた事例を
紹介する。 
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図 1 資源効率の概念 


